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地
域
商
店
街
の
育
成
に
力
を

市
民
施
設
が
望
ま
れ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
用
地

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

契
賃
金
条
項
を
う
た
わ
な
い
公
契

約
条
例
の
議
会
提
出
は
行
わ
ず
、
陳

情
書
を
提
出
し
た
団
体
と
話
し
合
う

と
と
も
に
、
市
内
建
設
業
者
と
市
を

含
め
た
３
者
に
よ
る
意
見
交
換
、
協

議
の
場
を
設
け
る
べ
き
。
形
市
内
業

者
を
活
用
し
た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
の
早
期
確
立
を
。
径
商
店
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
確
立
を
。
恵

最
低
制
限
価
格
の
下
限
の
引
上
げ
を
。

　

総
務
部
長　

契
ど
の
よ
う
な
公
契

約
制
度
と
す
る
の
か
、
種
々
の
条
件

と
諸
般
の
状
況
を 
斟 
酌
し
た
上
で
、

し
ん

検
討
委
員
会
で
協
議
を
重
ね
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
意
見
を
伺
う
機
会
を

設
け
る
こ
と
も
で
き
る
。
恵
下
限
を

３
分
の
２
か
ら　

分
の
７
に
引
き
上

１０

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
入
札
制
度

等
改
善
検
討
委
員
会
で
内
部
承
認
を

市
内
中
小
事
業
者

市
内
中
小
事
業
者
のの

支
援
策
拡
充

支
援
策
拡
充
をを

得
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
改
修
が
伴
う

の
で
、
時
期
を
調
整
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

形
市
内

業
者
の
育
成
の
観
点
か
ら
す
る
と
一

定
の
効
果
は
期
待
で
き
る
が
、
一
方

で
市
財
政
負
担
も
出
て
く
る
。
現
時

点
で
は
、
現
行
制
度
の
活
用
に
努
め

て
い
き
た
い
。

　

市
民
部
長　

径
個
別
の
商
店
に
対

し
て
は
、
既
存
の
助
成
事
業
や
小
口

事
業
資
金
融
資
等
を
通
じ
て
側
面
か

ら
支
援
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
活
性

化
を
促
し
、
売
上
高
の
向
上
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
新
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て
。

契
資
材
高
騰
に
よ
る
建
築
費
用
の
増

大
で
、
新
庁
舎
建
設
計
画
は
着
手
の

是
非
も
含
め
て
検
討
す
る
と
し
て
い

る
が
、
事
実
上
建
設
計
画
を
見
直
す

と
い
う
こ
と
か
。
形
待
機
児
解
消
や

特
養
ホ
ー
ム
増
設
な
ど
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
新
庁
舎
建
設
計
画
は
財
源

見
通
し
が
立
た
ず
、
新
庁
舎
が
で
き

な
け
れ
ば
リ
ー
ス
庁
舎
は
解
消
で
き

な
い
。
早
く
庁
舎
を
建
て
、
リ
ー
ス

庁
舎
の
早
期
解
消
で
財
源
を
節
約
し
、

市
民
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
軽
量

鉄
骨
で
の
庁
舎
建
設
を
提
案
す
る
。

　

庁
舎
建
設
等
担
当
部
長　

契
建
設

物
価
の
動
向
調
査
を
進
め
て
い
る
。

現
時
点
で
計
画
の
変
更
は
な
い
。

　

市
長　

形
現
時
点
で
は
、
今
の
計

画
ど
お
り
進
め
る
。
総
合
庁
舎
が
建

新
庁
舎
計
画
を
見
直

新
庁
舎
計
画
を
見
直
しし

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
解
消

リ
ー
ス
庁
舎
の
早
期
解
消
をを

て
ば
、
リ
ー
ス
庁
舎
は
不
要
に
な
る
。

　

許
医
療
と
介
護
の
総
合
法
案
に
つ

い
て
。
契
要
支
援
者
の
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
を
地
域
支
援
事
業
に
移
行

す
る
こ
と
の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か
。

形
サ
ー
ビ
ス
低
下
や
負
担
増
か
ら
利

用
者
を
守
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
基
準
や
単
価

も
市
町
村
で
決
め
る
。
予
防
効
果
が

不
十
分
と
な
り
費
用
増
大
の
可
能
性

や
地
域
格
差
が
広
が
る
懸
念
が
あ
る
。

形
全
体
的
な
負
担
増
抑
制
に
努
め
る
。

■
そ
の
他
、
東
小
金
井
駅
北
口
ま
ち

づ
く
り
事
業
用
地
へ
の
市
民
施
設
整

備
の
促
進
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
平
常
時
か
ら
行
政
と
地
域
が
連

携
し
た
自
主
防
災
活
動
に
お
け
る
訓

練
が
必
要
で
あ
る
。
契
市
や
地
域
の

防
災
訓
練
等
で
「
防
火
女
性
の
会
」

や
、
市
内
の
「
防
災
士
」
と
の
連
携

を
進
め
な
い
か
。
形
市
内
の
全
小
中

学
校
の
防
災
教
育
の
中
で
、
年
齢
に

応
じ
た
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

習
を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
地

域
の
守
り
手
を
育
成
し
な
い
か
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
防
火
女

性
の
会
の
会
員
は
現
在　

人
で
、
町

１０５

会
、
自
治
会
と
の
連
携
の
も
と
、
防

火
・
防
災
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
士
は

市
内
に　

人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

５１

今
後
、
共
助
の
担
い
手
と
し
て
連
携

を
検
討
し
た
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
東
京
都
教
育

地
域
の
防
災
力
向
上
と

地
域
の
防
災
力
向
上
と
、、

守
り
手
の
育
成

守
り
手
の
育
成
をを

委
員
会
作
成
の
冊
子「
地
震
と
安
全
」

や
防
災
教
育
補
助
教
材
「
３
・　

を
１１

忘
れ
な
い
」
を
活
用
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
既
に
消
防
署
と
連
携
し
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
体
験
実
習
を
行
っ
て
い
る

中
学
校
も
あ
る
が
、
更
な
る
充
実
に

向
け
て
研
究
し
た
い
。

　

許
ニ
ー
ト
や
ひ
き
こ
も
り
等
、
悩

め
る
若
者
や
家
族
支
援
の
充
実
の
た

め
に
、「
東
京
都
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ

ー
ト
ネ
ッ
ト
」
の
相
談
支
援
を
活
用

す
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
を
窓
口
と
し
て
、
都
と

連
携
し
な
が
ら
対
応
を
進
め
た
い
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

昨
年
５
月
、
公
明
党
の
山
本
香
苗

参
議
院
議
員
が
国
会
質
問
で
全
国
統

一
の
「
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
」
の
設

置
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
安
全
利
用
の
啓

発
を
求
め
て
い
た
が
、
全
国
統
一
の

ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
が
決
定
し
た
。

　

契
大
切
な
命
を
乗
せ
て
い
る
ベ
ビ

ー
カ
ー
の
利
用
に
つ
い
て
、
コ
コ
バ

ス
内
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の

掲
示
に
よ
り
啓
発
し
て
い
か
な
い
か
。

　

形
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
（
授
乳
や
お
む

つ
替
え
の
場
所
）
の
拡
充
と
周
知
を
。

平
成　

年
か
ら
拡
充
や
周
知
を
訴
え
、

２０

「
新
し
い
施
設
が
で
き
た
と
き
や
施

設
の
修
繕
を
行
っ
た
際
に
拡
充
す

る
」
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
、
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
、

環
境
楽
習
館
に
も
設
置
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、ど
う
か
。「
の
び
の
び
こ

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
外

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
外
出出

し
や
す
い
環
境
整
備
の
推

し
や
す
い
環
境
整
備
の
推
進進

が
ね
い
っ
子
」
の
マ
ッ
プ
に
は
新
し

い
施
設
が
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

市
民
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

径
災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
移
動

式
の
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を
、
野
外
イ
ベ

ン
ト
等
で
設
置
し
活
用
し
な
い
か
。

　

都
市
整
備
部
長　

契
周
知
ポ
ス
タ

ー
の
掲
示
等
を
検
討
し
た
い
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

形
新
し
い
施

設
に
は
設
置
し
て
い
る
。
今
後
も
紹

介
し
て
い
く
。
径
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
（
地
域
通
貨
を
使

用
）
し
、
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

虚
武
蔵
小
金
井
駅
南
口
第
２
地
区

の
再
開
発
計
画
は
、
権
利
者
に
言
わ

れ
た
と
お
り
に
作
っ
て
出
し
た
も
の

で
、
ほ
か
の
も
の
は
検
討
し
て
い
な

い
。
上
位
計
画
に
も
書
か
れ
て
い
る

と
お
り
、
市
民
の
意
向
も
踏
ま
え
る

必
要
が
あ
る
。
市
民
参
加
の
機
関
が

要
ら
な
い
と
い
う
の
は
問
答
無
用
な

や
り
方
で
良
く
な
い
。
機
関
を
設
置

し
、
現
在
の
案
を
検
証
し
て
、
よ
り

良
い
案
に
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　

市
長　

地
権
者
の
意
向
が
最
優
先

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
市
民

参
加
、
市
民
の
声
を
」
と
い
う
こ
と

だ
が
、
果
た
し
て
ま
と
め
き
れ
る
の

か
。
公
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
で
も
、
き

ち
ん
と
し
た
ま
ち
を
作
っ
て
い
く
。

　

許
町
会
・
自
治
会
に
つ
い
て
。
契

現
状
の
組
織
率
は
。
形
京
都
市
で
は

第
２
地
区
の
再
開
発

第
２
地
区
の
再
開
発
はは

市
民
参
加
で
検
証

市
民
参
加
で
検
証
をを

「
町
会
・
自
治
会
の
組
織
率
を
引
き

上
げ
る
条
例
」
が
で
き
た
。
金
沢
市

や
八
潮
市
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
総

合
的
な
町
会
・
自
治
会
支
援
条
例
の

制
定
に
向
け
て
、
研
究
・
検
討
を
ス

タ
ー
ト
し
な
い
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

契　

・
９
％
で

４４

あ
る
。
形
先
進
自
治
体
の
事
例
を
参

考
に
研
究
し
て
み
た
い
。

　

距
貫
井
北
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
の

本
棚
に
空
き
が
あ
る
。
蔵
書
の
充
実

を
。

　

生
涯
学
習
部
長　

書
架
に
空
き
が

目
立
つ
の
は
認
識
し
て
い
る
。
徐
々

に
改
善
し
て
い
く
。

４
年
度
末
と
の
こ
と
で
、
以
降
は
一

定
回
復
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

市
長　

形
地
下
水
の 
涵 
養
は
、
ど

か
ん

う
浸
透
さ
せ
る
か
が
重
要
。
開
発
が

地
下
水
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
が
、

ビ
ル
を
建
て
た
か
ら
と
い
っ
て
水
が

湧
か
な
い
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
多

摩
全
体
で
雨
水
浸
透
を
し
て
い
か
な

い
と
涵
養
は
難
し
い
。
広
域
的
に
や

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、
他
団

体
と
の
協
力
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

■
そ
の
他
、「
平
和
の
日
」
事
業
は
市

民
参
加
で
行
う
べ
き
と
指
摘
し
、
戦

争
体
験
談
収
集
は
子
ど
も
と
一
緒
に

行
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

林　

倫
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

国
内
の
水
資
源
の
保
全
を
目
的
と

し
、
国
民
共
有
の
貴
重
な
財
産
と
位

置
付
け
た
水
循
環
基
本
法
が
成
立
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
小
金
井
市
の

取
組
を
問
う
。
契
本
市
の
上
水
道
に

お
け
る
割
合
は
「
地
下
水
７
割
」
と

言
わ
れ
て
い
た
。
２
０
０
８
年
度
は

６
割
台
後
半
だ
っ
た
が
、
２
０
１
３

年
度
は
３
割
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
回
復
の
見
込
み
は
。
形

地
下
水
保
全
の
観
点
か
ら
、
武
蔵
小

金
井
駅
南
口
第
２
地
区
再
開
発
の
都

市
計
画
決
定
前
に
地
下
水
保
全
会
議

に
諮
り
、
意
見
を
尊
重
す
べ
き
だ
。

　

環
境
部
長　

契
２
０
１
３
年
度
は
、

上
水
南
浄
水
所
の
更
新
工
事
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
市
内
の
揚
水
ポ
ン
プ
の

経
年
劣
化
、
地
下
水
量
の
不
足
が
原

因
と
考
え
る
。
工
事
終
了
は
２
０
１

水
循
環
基
本
法
成
立

水
循
環
基
本
法
成
立
とと

自
治
体
の
役
割
に
つ
い

自
治
体
の
役
割
に
つ
い
てて

「
防
災
」　

号
に
掲
載
さ
れ
た
小

３８６

金
井
市
防
火
女
性
の
会
の
活
動


